







































下、型式を省略する)c 中期前半という場合、 TG232矧から TK216期を指
















































































































































長原遺跡群 • 0 ・O
士師ノ里遺跡 O 。
南郷遺跡群 • • 0 伴堂東遺跡 000 。
安威遺跡 o 0 ・O
若主子遺跡 O 。
蛍池遺跡群 • o 0 
陶質土器・須車器
杯 司王 把身
蓋・ 手有無 付揖 蓋蓋 楠鉢
000 ・O
。 。





















































































































































































丸底食器、河内に，I.!~~嘩地域に系譜がある γ底杯 ・ 鉢の食器と、地1，1(を中 位
とした系譜の差迫が指摘されている (坂野2005)。しかし.上述Lた第l
点目をふまえると故野氏が説く「外父」の差民は見出せず、 河内、大和と














(田巾j古1982)、同 SE703(大庭19991、同 SD701 (辻2002)、南郷遺跡群































































































































長原遺跡 1・2杯身、 8・9 樹博高杯 ? には90仇nlを湛え
る大刑の無益出杯 甫鋼遺跡群下茶屋カマ因遺跡 3・4 杯、 10・11 掴形高杯
平場宮下周 5・6 杯、 12• 13 :植曙高杯











































































10 16 20 25 
ロ経(岨)
: ;轟轟穂町醜置土器 ニと師語
|杯身 e 杯 O 
: i斐鉢 盈 有設周有竣高杯 V



























































































5 1紀における供脳協の変化と地域性 21 
参考文献
育相I泰介2削)3.南郷遺跡而」 公良県立根原害占学研究所 337 -351頁




父流の諸桐 古代王権と父it」 名手干山版 111-B9員





除ょの砕す逝梓 J I'H本考古4γ 第78- H本考古"'{'協会 25-4-2頁
大由民夫ほか1999r凶坊域遺跡」 奈良県立橿原考山学研究Pl，
A庭重信ほか1999r長原遺跡発射調査報特lTI A阪市ぇ化財協会





亀田修 2003 波来人の考占学J r仁限史学J 4 七限史学会 1 -14頁
lじ山峰生2以)9.松山辺跡E 京良県iLt~原考古学掛究所
民嶋 覚1994r韓式系土佐から土師出へ大阪市長原遺跡の検討から 」。韓式
系上器研党J Y 韓式系上器俳d先会 166 -173頁
黒須清之2削児胡i遺刷、発制調査蹴要報白雪n 茨木市教育委H会
駒井止明ほか2000r小阪合遺跡」 大阪府文化則調布研究センター




父流の諸相』 名著出版 77 -110頁
杭原慎198:1r食器における共同器銘々器属人器J r凡化財論ZJ 奈良国
す文化財研究所創立30同年記念論文集刊行会 岡山什 1141-1162頁




















代中期集落を中心に J ' 須恵 ri~牛慌の成v と展開J 2005年度大阪府文化財セ
ンター・近つ飛鳥博物館共同研究発表会 大阪府主化J~ センタ- 29 -57頁
阿辺昭=:19(i(i 陶邑古窯跡群 I 平dムl}:似l考肯クラブ
田辺町-'1981.須曹、路大成 frJ川害防
辻 美紀1999r古噴時代巾ー後期の+師器に関 fる 考察Jr出会乞形成期の考古





博上1i稀品念論文集liJ行委貝会 特波T空間 215 -243頁




寺井 誠2002r韓国全禅問道に系譜が求められる土佐についてJ'大坂城跡 1 
大阪市主化財協会五1-56頁
寺井 誠ほか2006 1三原遺跡発制調査報~.，I XV λ阪市文化財協会
5 1紀における供脳協の変化と地域性 23 







地の事例について J '世々 の考干IJ'7'-I和出哨ff先牛還暦記念論文生刊行会
321-335頁
中野 l咲2(附8b rr科式系十器」分布論の現状と課題J r極原考古i?-叶究所論生』
第 In:八木合同 243 -260頁
中野 咲200Rc r J長什技法かbみた古l責時代巾ー後期の十師器高判、 いわゆる
刺突注とその刷辺 」 耕よ系土保研究X 韓式系士山研究会 25-42頁
凶 弘海1982r上器様式の成JLとその背畏J r幸山学論% 小林行雄博士山稀記
念論丈'tl 小林行雄|卓|古稀記念論立;県刊行歪員会 ;H 打 1貞
内口防 1994 r野々井内遺跡 ON231サ唱跡』 大阪IH教育委員会大阪附埋
成主化財協会





坂消ほか1996I甫郷遺跡群 11 奈良県立橿師寺 1I1学研究所
坂 靖ほか20ω r南郷遺跡ilflV J 奈良県立橿原考占学研究所
放措ほか2002I伴立東遺跡t 奈良県-:r橿原考古ヴ研究所
坂野和信2005r畿内と車問の山J'l時代中期における韓半島系食協 丸底と干底








村元健-200:! J三原遺跡東部地灰発州調査報知 ，Vl A阪市文化財協会
21 
村尾政人ほか1992 淡河中村遺跡』 淡伸文化則協会 決河中村遺跡調査団
本同敏幸1981'八尾市i古跡』 八尾南i世跡調費会
世出 滋ほか2001'It吉宮町遺跡第24次 32次発制調査報荷台， 神μ市教
育委員会
五同機20削 『白水遺跡、第;{. (). 7次市滞椅よ塚遺跡第 1. 2:'九発掘調査
報告書白 神戸市教u委員会
柳本l間男200o'新修豊巾市史 第4巷考古』 豊中市史編さん官員会
法辺 押ほか2006 l，:千子遺跡 l~-W県教育委H会
木卜天秀1995 渡ー来系遺物からみた伽耶と倭における政治的従軍UJr符兼1論叢』
第四8 À~えよ?x:.?会 53 削貞
図版出典
凶 1・4 名報告合より、 一部改変して、再トレース
図2. 3. ;) 中久保作成
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南郷遺跡群 角同 SXOl、0:1、09(坂ほか19%)、休同SIl08(休々 木ほか1999)、
千部 5B02、03、04(坂ほか2000)
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NGOO-l SI))OI (辻2002)、"G02-8 SD017、018、021、SIl013・014刷辺、
SEO位、 003. SK042、SXOOiUw、NG03-5. 6 SB702、SD713、SD日45、
SK068、092，SX01:l同溝上層 (A庭ほか2005)、NGOs-~ Ss7001、SB700:i
(杉本ほか2008)
小限告遺跡 t:坑13o(駒井ほか2000)、 SKI1(高萩ほか1987)、川川 1 (高













津堂遺跡大十紘 .'¥.B ( 瀬ほか1988)
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